
 

2025 年 11 月 21 日 

株式会社 NTT ArtTechnology 

 

中央区立郷土資料館「Digital×浮世絵」展の企画制作について 

～高精細デジタルデータを活用して浮世絵の魅力を発信～ 

 

 
 

1. 展覧会の背景・目的 

 中央区は江戸時代において文化・出版の発信地として栄え、多くの浮世絵師たちが活躍しました。なかでも 18世紀

後半から 19 世紀にかけて喜多川歌麿や歌川広重といった絵師たちが登場し、一世を風靡しました。 

 一方現代においてそれらの浮世絵作品を展覧会で鑑賞する場合、浮世絵版画は光に弱く退色しやすいため、展示

期間は限られ、展示されたとしても照度を落とした空間で展示ケース越しの鑑賞となり、細部までじっくり鑑賞することは

容易ではありません。 

 そこでデジタル技術を活用し、浮世絵版画を至近距離

で細部まで鑑賞できる機会をもうけ作品の魅力を深く体

感していただくとともに、江戸の歴史・文化を広く発信し、

中央区民の文化的理解と地域への愛着を醸成すること

を目的に「Digital×浮世絵」展を開催することとなりまし

た。 

 

2. 展覧会主旨 

 上記の中央区の目的に対し、NTT ArtTechnology

は 2021 年より高精細デジタル化を受託している似鳥文

化財団（小樽芸術村※1）所蔵作品の高精細デジタル

データを活用した展覧会を企画しました。連携して高精

細デジタル化を行っている株式会社アルステクネ（代表

取締役社長：久保田巖、以下「アルステクネ」）の特許

技術「三次元質感画像処理技術（DTIP）」を駆使し

た高精細複製画や拡大パネル、4K モニターに表示され

る高精細デジタルデータにより、明るい照明の下、至近

距離で浮世絵作品本来の色彩や質感、細部の表現を

じっくりと鑑賞できる展覧会を実現いたします。 

株式会社 NTT ArtTechnology（代表取締役社長：国枝 学、以下「NTT ArtTechnology」）は東京都中

央区（区長：山本泰人、以下「中央区」）より依頼をうけ、中央区立郷土資料館にて 11 月 21 日（金）から開

催される「Digital×浮世絵」展の企画・制作を行いました。展示はこれまで NTT ArtTechnology が高精細デジタル

化を受託してきた公益財団法人似鳥文化財団（代表理事：似鳥昭雄、以下「似鳥文化財団」）所蔵作品の高

精細複製画を中心に構成しています。 



3. 展示概要 

（１）名称：「Digital×浮世絵」展 

（２）会期：2025 年 11 月 21 日（金）〜12 月 17 日（水） ※休館日：11 月 24 日（月） 

（３）開館時間：午前 9 時〜午後 9 時まで ※日曜日、祝日は午後 5 時まで 

（４）入場料：無料 

（５）場所：中央区立郷土資料館 常設展示室（本の森ちゅうおう 1 階） 

（６）主催：中央区立郷土資料館 

（７）協力：公益財団法人似鳥文化財団、株式会社 NTT ArtTechnology、株式会社アルステクネ 

4. 展示作品 

（１）高精細複製画（5 作品） 

  ・歌川広重 《名所江戸百景 大橋あたけの夕立》 

・歌川広重 《東都名所 駿河町之図》 

・歌川広重 《東都名所 日本橋之白雨》 

・歌川広重 《東海道五拾三次之内 日本橋 朝之景》 

・歌川国芳 《東海道五十三對 日本橋》 

（２）拡大パネル（1 作品） 

  ・歌川国芳 《源頼光公館土蜘作妖怪圖》 

（３）ArtTechView ※2（5 作品） 

   ・喜多川歌麿 《当時三美人》 

・喜多川歌麿 《冨本豊ひな》 

・喜多川歌麿 《青楼十二時 続 寅ノ刻》 

・喜多川歌麿 《高島おひさ》 

・喜多川歌麿 《江戸町一丁目 松葉屋内 瀬川 たけの ささの》 

   ※原作品はすべて似鳥文化財団（小樽芸術村）所蔵 

 

※1 小樽芸術村 https://www.nitorihd.co.jp/otaru-art-base/ 

小樽芸術村は、北海道に生まれ育てられた株式会社ニトリが、社会貢献活動の一環として 2016 年に開設しました。2020 年からは公益財団法人似鳥文

化財団が運営を担っております。小樽が経済都市として発展した大正から昭和にかけて建設された５棟の歴史的建造物を活用した４つのミュージアムに加え、

2025 年 7 月 24 日に５番目のミュージアムとなる「浮世絵美術館」を開館しました。１階の常設展示では高精細複製画を展示しており、来館者がいつでも代

表的な収蔵作品を鑑賞できるとともに、明るい照明の下で作品に近づいて細部や絵師の技法をじっくりご覧いただけます。 

その他にも ArtTechView による展示など、高精細デジタルデータを活用した展示を行っています。 

 

※2 ArtTechView  https://www.ntt-arttechnology.com/arttechview/ 

「ArtTechView」は額装された４K モニターに高精細デジタル作品データを、ネットワークを通じて配信する NTT ArtTechnology 提供のサービスです。配

信する作品データは、アルステクネの特許技術「DTIP」により原作品の絵筆のタッチや微細な凹凸、素材の立体感まで忠実に再現しており、身近なさまざまな空

間の中での本格的な作品鑑賞を可能にします。2025 年 4 月 10 日に小樽芸術村が所蔵する 58 作品を新たに配信作品に加えるとともに、「日本画縦型プ

ラン」の提供を開始しました。また 11 月 13 日に仏オルセー美術館が所蔵する印象派などの西洋画家 21 名による 46 作品を新たに加えるとともに、「西洋

絵画縦型プラン」の提供を開始しました。 

 

（参考） 

「オンラインデジタル絵画サービス「ArtTechView」新プラン「日本画縦型プラン」の提供

開始について」 

https://www.ntt-arttechnology.com/news/release20250410.pdf 

「オンラインデジタル絵画サービス「ArtTechView」新プラン「西洋絵画縦型プラン」の提

供開始について」 

https://www.ntt-arttechnology.com/news/release20251113.pdf 

【本件に関する報道機関からの問い合わせ先】 

株式会社 NTT ArtTechnology 

デジタルアート推進事業部 

TEL：03-5353-0844   

MAIL：info@ntt-arttechnology.com 
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